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１．はじめに 

 名古屋工業大学では,2007 年 4 月に教育支援シ

ステムとして，IC カード出欠管理システムとコ

ースマネージメントシステムを導入した．IC カ

ード出欠管理システムは，IC カード化された学

生証により学生の出欠を管理する．コースマネ

ージメントシステム（CMS）は，情報技術やイン

ターネットを使った e-Learning を支援するシス

テムであり，教材の作成支援，課題の提出管理，

小テストの実施，学生の受講管理を行う機能を

持っている．導入から約 5 年が経過し，出欠管

理システムには学生の授業の出欠情報が蓄積さ

れ，コースマネージメントシステムには，学生

の提出した課題ファイルや小テストの回答など

の学習データが蓄積されている．通常，これら

の出欠データや学習データは成績評価の際のデ

ータとして用いられる．著者らは，これらのデ

ータを成績評価のデータとしてだけではなく，

早期の学習指導用のデータとして活用すること

を計画した．学生の理解度や学習意欲を適切に

把握することは容易ではなく，理解度や意欲の

高い学生に高度な学習機会を与えることは困難

であった．また，理解度の低い学生が発見され

るのは学期末の成績算出時で手遅れとなってい

た．そこで，著者らは学期途中において過去の

受講生の学習データと成績データを活用し，現

在の受講生の学習データと比較することで現在

の受講生の成績が予測可能となり，学生の理解

度が把握できれば，理解度に合わせた学習指導

が可能となると考えた．中間テストによる理解

度把握も考えられるが，過去のデータを基にし

た予測では，学生の成長可能性や落第可能性ま

でも含めた予測ができる． 

 

著者らはこれまでに，ある授業の出欠データや

学習データを用いてデータマイニングを行い，

出欠データ，学習データと成績の関係を分析し，

有意義な結果を得ている[1]．また，落第候補者

の早期発見を目的として，学期途中までの出欠

や学習データから成績を予測する実験を行って

いる[2,3]．さらには，著者らはこれらの実験の

発展として，予測した成績を基に教育指導の実

践を行いその効果を検証し，有用な効果を得る

ことができた[4]． 

本研究では，学生の学習状況の各要素間の関

係を条件付き確率で表すことができる確率推論

モデルであるベイジアンネットワークを用いて

成績予測を行うことを試みた．本論文では，ベ

イジアンネットワークの構成と成績予測実験の

結果について述べる． 

 

２．ベイジアンネットワーク 

 ベイジアンネットワークは，確率変数間の定

量的な関係を条件付き確率で表す．ベイジアン

ネットワークは図１のようにグラフ構造で表さ

れ，確率変数をノード（○），確率変数間の関

係をリンク（→）で表す．ベイジアンネットワ

ークの特徴の一つが確率推論である．ある確率

変数にあらたなデータが与えられたとき，図２

のようにネットワーク上の確率変数の確率の伝

搬が行われ，目的変数の事後確率が求められる． 

 

 

 

 

 

 

図１．ベイジアンネットワーク 

 

３．ベイジアンネットワークを用いた成績予測 

ベイジアンネットワークを用いてある授業の

成績の予測実験を行った．今回，実験に用いた

データは 1 年生の情報基礎科目の授業のデータ

である．最終的な成績評価は，出欠，課題の提

出と授業の 
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図２．ベイジアンネットワークの確率推論 

 

終盤で課される最終課題 2 題の採点結果で判定

している．使用したデータは出席回数，課題提

出回数，課題の提出値の合計である．課題の提

出値とは課題提出の早さを表し，課題提出受付

開始時を 1 とし，課題提出締め切り時を 0 とし

ている．課題提出が早いほど提出値は高くなる．

確率変数として以下の項目を用いた． 

・成績面 

①成績が S もしくは A（成績優秀者） 

②成績が B もしくは C（合格） 

③成績が D もしくは X（不合格） 

・出席面 

 ①1 回目～8 回目の出席が 7 回以上 

 ②9 回目～12 回目の出席が 3 回以上 

 ③13 回目～15 回目ですべて出席 

 ④13 回以上出席 

 ⑤連続して 2 回欠席したことがある 

・課題提出 

 ①すべての課題を提出 

 ②2 回連続課題未提出となったことがある 

 ③課題提出値の平均が 0.8 以上 

 ④課題提出値の平均が 0.3 以下 

⑤（前半平均提出値）-（後半平均提出値）  

が 0.1 以上 

 ⑥提出値の分散が 0.1 以上 

 決定木を用いて変数間の関係を分析し，ベイ

ジアンネットワークを構成した．学期途中での

予測を行うものとして第 8 回終了時までのデー

タを用いて予測を行った． 50 人分の学生のデー

タのうち，１～40 番の学生のデータを用いてベ

イジアンネットワークを学習し，41 番～50 番の

学生のデータを用いて成績を予測した．第 8 回

までに関するノードにのみ情報を入力した．結

果を表１に示す． 

 

表１．成績予測結果 

 予測値 実成績 

４１ ＤＸ ＤＸ 

４２ ＤＸ ＤＸ 

４３ ＢＣ ＢＣ 

４４ ＢＣ ＳＡ 

４５ ＳＡ ＢＣ 

４６ ＢＣ ＳＡ 

４７ ＢＣ ＳＡ 

４８ ＳＡ ＢＣ 

４９ － ＳＡ 

５０ ＳＡ ＳＡ 

 

 正答率は 40％で，予測不可が 1 つ発生した．

不合格者（ＤＸ）の判定には有効ではないかと

考えられる．成績優秀者（ＳＡ）と合格者（Ｂ

Ｃ）の実成績との逆判定が多くみられる．デー

タを精査したところ，課題提出時間の傾向が起

因していた．課題の提出が遅くなると予測成績

は良くなるが，実際の成績はその反対であった． 

 

４．まとめ 

 ベイジアンネットワークを用いて学生の成績

予測を行った．不合格者の判定には有効と考え

られる．成績優秀者と合格者の判定にはまだま

だ熟考が必要である．今後の課題は，ネットワ

ークの構成方法についての検討である． 
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